






































































































■校友会のホームページ
校友会に関する各種情報は、下記のホームページをご覧下さい。
http://wv、 vw.kogakuin.or.jp/koyukai/koho

平成20年 6月 ～21年 5月  ユーザー名 :

企画・広報部からのお知らせ

パスワー ド :

■平成21年度本会誌 (Vol.130)の広告募集
社団法人工学院大学校友会から年 1回発行「校友会報」誌に掲載する広告を以下の要綱により募集します。

1.対  象 :本学園卒業者 (校友会会員)の所属する団体、組織、事業所及び本学園関係会社
2.価  格 :A4サ イズ。カラー表紙裏 (表 2・ 表 3)16万 円、他 1頁 12万円、 1/2頁 6万円、

モノクロ 1頁 10万円、 1/2頁 5万円
3.募集締切 :2008年 12月 20日

4.掲  載 :校友会報Vol.130に掲載
5。 原稿送付先 :校友会事務局あてに郵送、電子メール等。Em」1:jimul@kogakuin.or.jp
6.原稿形態 :Word文書などの電子データを電子メールまたは郵送
7.問合せ先 :事務局電話03-3342-2064、 FAX03-3342-2035、 E―mail:jimul@kogakuin.or.ip

(03-3340-2575 田本す:E―mailat66244@ns.kogakuin.ac.ip)

8.発行予定 :2009年 4月 末日、発行部数 :約 65,000部 、配布先全国校友会員・学内

■校友会会報の表紙デザイン 高橋宏精
略歴 (プ ロフィール)

高橋 宏精 (た かはし こうせい)

1983年、熊本県生まれ、2007年九州産業大学工学部建築学科卒業、現在、工学院大学
大学院工学研究科建築学専攻修± 1年、初田研究室在籍。

この表紙のデザインに使われているのは、ある外国で見かけた「道じるべJです。

表と裏の写真はまったく同じものを水平方向に反転して配置してあります。

“Future"の 表側では、明るい色調と真っ白な背景などといった「可能性」や「挑戦」、「未来」というイ
メージが表されています。
“or Past?"の 裏側には曇 り空とグレースケールの色調といった、表とは対照的なイメージとなっています。

しかし、これは単純な対比ではなく、背表紙の赤いライン、これをいま私たちがいる現在に見立て、これを
介して、過去と未来は、表裏一体であるということを表現したものです。

私たちの現在は、常に過去によって支えられ、未来によって創 られているということを忘れないことは、
とても大事なことではないでしょうか。

■編集後記
今年から企画・広報部を、新たに担当することになりました。会長挨拶に紹介されていますように、従来

『会報が来ると、封をあけるやいなやゴミ箱へ』ということもしばしば聞き、どうしても卒業生に読んで頂け
るような内容にと、編集部一同取 り組みました。

さて、ページをパラパラとめくってみて今年の校友会報は如何でしょうか。学園の歴史 (120年 )を意識し、
印象的な編集をスタッフー同心がけました。大学院生の斬新な表紙デザイン。卒業生の活躍する記事は、写
真を大きく読みやすい誌面を目指しました。少しでも前向きな成果を感じて戴ければ幸いです。

校友会報の編集に際して、多 くの卒業生 。在校生 。教職員をはじめ、広告出稿の企業の方々にもご協力戴
きました。関係者の皆様、大変ありがとうございます。校友会報の誌面に関して、何かご意見がございまし
たら、下記のメールアドレス迄、是非ご連絡をお願い致します。 敬具

校友会 副会長/企画・広報部長 田野邊幸裕 (建築)

副部長 大田正利 (高校)

理 事 田村久義 (機械 )、 都築登輝浩 (応化)、 吉川重克 (応化)、 名取勝敏 (電気)、 大場光博 (建築)、

岡安彰 (高校)、 佐藤敏勝 (専門)
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